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第一女子高級 中学(女子高校)の生徒が練炭 自殺 」「嘉義 中学校の女子学生と基隆のある高校
生が入水 自殺」「学校の階段で男子高校生が首 吊り自殺」という事件が起きた(教育部生命教育
學習網、2015)5。
1997年、教育廉(日本の文部科学省に相 当)陳英豪磨長は 「命」を認識 し、尊重し、大切 にす
ることを目的とした「生命教育」の概念を提唱した。これは幅広い教育現場において様 々な実践
が展開されるきっかけとなった(黄徳祥 ・呉沐馨 ・李真文・羅寳鳳 ・林香河 ・林進材 ・魏麗敏 ・張匂
銘 ・李珊喩、2015)6。ただし、この生命教育の取り組みも順調に展開したわけではない。1999年
8月末まで台湾政府は行政の弊害の排除と行政の簡素化 ・効率化を図るため、教育廉を教育部






会的適応能力を発展させ、生活 に応 じた学習環境へと改善すること目的として、「国民 中小学
九年一貫課程綱要」を提 出し、2003年から台湾全国で実施された(教育部、2003)8。
「国民中小学九年一貫課程綱要」では、子 どもたちに必要な基本的な能力の育成について、





與解決 問題(独自思考と問題解決の能力)」の十項 目設定し、それらを 「十大基本能力」とし
た(教育部、2003)8。また、小学校 ・中学校における科 目を 「語文(言語)」「健康與髄育(健康 と
体育)」「敷學(数 学)」「社會(社 会)」「藝術與人文(芸 術と人文)」「自然與生活科技(自然 と

















i1949年以降、台湾 に於ける幼児教育の施設 は託児所 と幼稚園であった。内政部(日本の厚生
労働省 に相 当)が管轄する託児所は生後1ヶ月から6歳未満の乳幼児を対象 に、教育・保育を






















































































ii劉清彦 ・郭恩恵(2003)《圖書書中的生命花園》宇宙光 出版社 ・呉庶深ら(2007)《生命真精彩

















デジタル絵本 の半分を読み聞かせる → 絵本に関する次の内容を考えて描いた → デジタ

















1v《海 がこお ったら》とい う絵本 である。
8
表3楊 淑 恵(2009)実 践 方 法
絵 本1v→ 感 想 発 表1vi→ 遊 びlvn→ 感 想 発 表2viii→絵 本2ix→ 感 想 発 表3x→
集 団 討 論xl→ 活 動1xi1→ 遊 び2xiii→感 想 発 表4xlv→ 活 動2xv→ 宿 題xv1













































・自分 の命 を大切 す る
・自分 の理 想 な ライ フ ス タイル を追 求
す る
・知識 と技 能 の 習得
'規範意識 → 社 会 適 応 力




















内容 「心身の顯1 「燗 関係1 「規範の学習」 「情意の陶冶」 「知識の探索」
目的 元気で生き生きとして行動する 思いやりの心を持ち、互いに支姶 う 過ちを素直に改め、正直に明るい心を持つ 気齢」いてよいことなどに鮒 く 周囲の様々 な環境に騎 心や探究心
齢ってかかわる。
1朋るく伸び伸びと行動し、充実感1.幼稚園生活を楽しみ、自分のカで行動す拗 児園における生活のリズムが好き、 1,自然に触れて生活し、その大きさ、 1,身近な環境に親しみ、様 な々事象に興味
を味わう。 ることの充黙 艦 わう。 ノレー磁 びを体験する。 美しさに気付く。 や関心齢つ。
ねらい2,自分の体針 分に動かし、活動へ2,進んで身近な人とかかわり、愛情や信頼2.他の人々と支え合うことに楽しむ。相手 2,生活の中で、優しい心を持ちながら2,身近な環境に自分からかかわり、発見を楽
主体的・鞭 的に取り込む。 感齢つ。 の思っていることに鮒 く 人とかかわる。 しんだり、考えたりし、それを生活に取り入れよ
うとする。
3,蘇、安全な生活に必要な習慣3,ほかの人の意見を聞き、理解しながら、自3考えてから行動するというころ瀦 う。 3,生活の中でよいことや悪いことに気3,五感を通して感じたことや考えたことを自分










働 かす。 る。 が他の幼児とのかかわりの中で他人の存在に気付し、生命の尊さに気付き、いたわったらないことを聞き、考える。
く。 堕,大切にしたりする,、
3,進んで戸外で遊び、運動を体験3,自分でできることは自分でする。 3,ルー磁 び群 んで体験する。 3,日常生活の中で自然の大きさ、不3.生活の中で、様 な々物に触れ、その性質や
し、充実感蛛 わう。 思讃(台風、膿 など)に気付き、畏仕組みに興味や関心舳つ。
敬の髄 抱く。




ち、親しみをもって聞いたり、話したりする。 し、折り合い鮒 ける体験をする。 みを燃 し、思いやりの心梯 う。自分図形などに関心齢つ。
が好まないことはほかの人に対しても
してはならな!lことに気づく。
活動 6,先生と友達と瀦 に食事し、様々6,友達と積極的にかかわりながら喜びや悲し6,試行錯誤しながらよいことや悪いことに気づく 6.人とのかかわりの中で、相手の幸せ6.生活に関係の深い情報や施設などに興味
内容 な食べ物を食べてみる。 みを燃 し合う。 を自分の幸せと感じる。 や関心齢つ。
7,身の回りを清潔にし、衣服の着7,したこと、見たこと、聞いたこと、感じたこと7,共同の遊具や用具を大切にし、みんなで使う。 7.生活の中でよいことや悪いことを7絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞





9,よい生活習慣の仕方を知り、自分9,先生や他の幼児などの話に興味をもって 9,生活の中で諜 の楽しさや 9.感動したことや興味を持つことなどを自分な
たちで生活の場樫 える。 注意して聞くことを通して次第に話を理解す 美しさに気付く。絵本や物語などに親 りの言葉で表現する。
るようになっていく。 しみ、興味齢って聞き、想像を弄る楽
しさ躾 わう。
10,自分の懸 に関心齢ち、自己 10,友達と一緒に活動する楽しさを味わう。 10.音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単なリズム
防衛の方法を身にっける。 楽器鞭 ったりなどする楽しさ献 わう。










































































平塚幼稚 園の保育 目標 は幼児期の育ちをより確かなものにするため、人とのふれあいを基本
に据え、仲間を信頼し、物事に主体的 に取り組めるように一人ひとりが大事にされる集団を作る
ことを目指している(池田・星野、2005)23教育活動 は《生活活動》と《自主活動》と《課題活動》で





















Mクラスの教諭 は平塚幼稚園の3歳児の保育方法 「二人組」を現場 に取り入れた。
入園式では、子どもたちがクラスの環境や幼児園の生活リズムになじみ、同じクラスのほかの
































「小主人 ・小天使」xviiiというゲームのなかで二人組を組む。教諭 は「小主人・小天使 」というゲ
ームを紹介して、在園児(進級した子 ども)と入園児をペアにして二人組になった。また、二人で
話し合って自分の好きな席を取った。

















xviii「小主人 ・小天使」とは在園児(進級 した子 ども)は小主人である。入園児は小天使である。これは
在 園児 が入 園児 の世話をするということである。例えば、水を飲 むとき、教諭 の説明をせずに、小主人
(在園児)は小 天使(入園児)を連れてコップの置き場 に行き、コップをもたせ、水を飲 ませる。
17











なくなっていたが、A君はまだB君 の手を繋がなかった。教諭 は「どうしてB君 の手を引かない
の?」と言った。A君が 「臭いから。」と言った後、教諭は再びB君 の体を嗅いだ。教諭が 「臭くな










がきちんとお風呂に入り体の匂いをとるように促 したことである。母親 にB君 の園での様子を伝え、
忙 しい母親の気持ちを受 け止めつつ、B君のお風 呂の時間にも関わりを持ってもらえるよう促し
たことで、B君は体をきちんと洗うことができ、匂いについて改善することができた。
もう一つは、B君の匂いがなくなっても手をつなごうとしないA君 に対して、教諭は周 りにいた







事 例4(2016/10/10):【互 いの思 いを代 弁す る】
コーナ ・一・一教 学の時 間 、Fちゃん はトイレに行きたくなる。そこでEち ゃん を誘 った。しかし、Eち
ゃんは楽 しく積 み 木で遊 んでいたため 、「いか ない。」と答 えた。FちゃんはEち ゃん の服 を択 って
も、Eちゃんは遊 び に集 中していた。すると、FちゃんはEち ゃんのそば で声 を出さず に泣 き、そこ
で おしっこをもらしてしまう。教諭 はFち ゃん に 「どうしたの?」と聞いていると、遊 んでいたEち ゃ
ん が教 諭 のことに気 づ く。Fちゃんは 「Eちゃん …一緒 に行 …ない。」と言 った。教諭 はFち ゃんと
Eち ゃんを見 ながら、「Eちゃんと一 緒 に行 かないんだ。」と言 った。Eちゃん は小 さな声で 「遊 び
たいから」と答 えたが、Fちゃんは泣きなが ら、「Eちゃん が行 きたい とき、行 った.」 と言 った。
① 教諭 が 「そっか 、Eちゃんが行 きたいとき、(Fちゃん は)行ったんだ.」 と言った後 、Eちゃんと




の意見を聞き、子 どもの気持ちに共感 し、相手の言葉を代弁していた。当時、Fちやんは 自分で
考えたことを自分なりに言葉にし、表現した。(下線①)
事 例5(2016/10/27):【初 めて思い を主 張する】
B君 は気 が強いため 、AちゃんはよくB君 の決 めたコー ナー で遊 んでいた。
ある日Aち ゃんとB君は行 きたいコー ナー を相 談 していた。B君は 「手作 りコー ナー に行 きたい」と
言 った。Aちゃんは 「ぬいぐるみ コー ナー に行 きたい」と言 うが 、B君は 「きょう必ず 手 作 りコーナー
に行 く」と言 った。それ でもAち ゃん は 「ぬ いぐるみ行 きたい」という。その時 、ほか の子 どもたちが
遊 んでいる様 子 を見てB君 は 「手作 りコーナ ー」と言 う。だが 、Aちゃんは 「昨 日、手 作 りコーナー
行 った、面 白くない。」と言 う。B君が 「手作 り一」と言うと、Aちゃんは 「ぬいぐるみ」と言 う。その状
況 は30秒 くらい続 いた。その後 、B君は 「....明日、絶対 手 作 りコー ナv・一を行 くよ」と言 った。
考察
AちゃんはこれまでB君 の行きたい場所や要求に合わせて行動していたが、今回 自分のやり















ち良～ビはテニブ止の上に立2て積 ろ』木を積慮だ義.ちやん は台北 ユ9工.塑倒劃ないよう.に)一画壬
で守った②。.Bちゃんは積でいた積み木を見ながら、「高～!」と言い、みんなは作業を一時止
考察
子 どもたちは共通の 目標 に向かって、力を合わせながら助け合って取り組む。また、下線①の
























活 ・活動の基盤をつくっていた。その 「二人組 み」を実践したところ、子どもたちの中に友達との































































1教育 部 統 計 資 訊 網(2016)「103學年 度 學 齢 人 口浮 在 學 率 」
https://stats.moe.gov.tw/result.aspx?qno=MgA4AA22016年9月29目参 照
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そして、C幼 児園を訪問した際、インタビュ'一や保育記録 のご協力をしていただいた皆様 にも
感謝の気持ちを申し上げます。お忙しい中、鄭端容先生は生命教育の本質を説明していただき、
本当にありがとうございます。
その他、助 けていただいた多くの皆様へ心から感謝しております。
最後に、経済的にも精神的に支えてくれた家族 に感謝の意を申し上げます。ありがとうござい
ました。
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